
　　　　

令和7 年 3 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 児童発達支援　はぴぷる 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 子どもたち一人ひとりの可能性を広げ、幸せな社会生活を築けるように、支援を行っていく。

支援方針

・遊びながら学べる療育を行い、心と身体の成長を育みます。
・集団療育を通して社会性や協調性、コミュニケーションスキルを高めていけるようにサポートします。
・持っている可能性を最大限に引き出すことができるよう、一人一人に寄り添った個別支援を実施します。
・感覚統合療法を踏まえた療育支援を取り入れ、社会的な適応力の向上や行動の安定を目指します。
・将来の自立に向け、社会生活に必要なスキルの習得を促します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・来所時に検温測定、視診を必ず行うとともに家庭や園での様子を引き継ぐなど、小さな変化にも対応が出来るように心身状態の把握を行います。
・見通しが明確に分かるよう本人の視覚に合わせ、一日のスケジュールを提示して生活リズムの安定を図ります。
・食事、排泄、着脱など基本的な生活スキルが見につくようにサポートします。

・戸外活動を通して基本的動作の取得、基礎体力の向上を促します。（散歩や公園での外遊び、水遊び、雪遊びなど）
・室内で全身を使った活動を提供し、運動機能の向上を目指します。（備え付け遊具、サーキット、ボール遊びなど）
・手や指先を中心とした細かい動作を遊びや生活の中に取り入れ、指先の運動能力を高めます。(積み木、紐通しなど)

・静と動の活動スペースを区切るなどの環境設定や集会などの話を聞く機会、落ち着く時間を設けることで気持ちの切り替えを促します。
・数量、形の大きさ、重さ、色の違いなど物の概念を遊びや活動を通して自然と身につくようにします。
・音楽的活動を通して刺激を受けたり、表現する楽しさを味わい、情緒の安定を図ります。(リトミック、リズム遊び、楽器遊びなど)
・季節の行事を行い、四季折々のイベントに触れあう機会を設けます。

・一人ひとりの発達に合わせて、言語の習得や自発的な発語を促します。(絵カード、文字ブロック、絵本など)
・生活の中において必要な言葉を知り、適切な言語選択が出来るようにしていきます。
・言葉遊びやごっこ遊びを通して話す事や会話のやり取りの楽しさを感じれるように導いていきます。(しりとり、伝言ゲーム、おままごとなど)

・同年代の小集団での生活を通し、他児と楽しく関わり、周りへの興味や理解を高めていきます。
・将来の自立に向けて、ルールやマナーなど社会生活に必要なスキルの習得が出来るようにサポートします。
・様々な人と関わっていく中で、困りごとや悩みが発生した際は気持ちを受け止めた上で、丁寧な声掛けやサポートを行います。

主な行事等

・季節の行事（こどもの日、七夕、ハロウィン、クリスマス、節分、ひな祭りなど）
・クッキングの実施
・地域のイベントへの参加、見学など(ライラックまつり、YOSAKOIソーラン祭、さっぽろ雪まつりなど)

家族支援

・送迎時や連絡システムを用いて、様子や情報を共有していきます。また、定
期面談（4ヶ月～6ヶ月）を実施し保護者や本人の悩みや相談に寄り添えるよう
にしていきます。

移行支援

・進級や進学などをした際には、事業所での様子や支援経過を細かく丁寧
に伝え、引継ぎを行う。また、進路や移行先で悩んでいた際には、家族へ
の相談支援援助なども行っていく。

地域支援・地域連携

・園への送迎時や電話等で様子を聞き取ります。また、必要に応じて園の訪問
や様子などを観察して情報共有していきます。 職員の質の向上

・定期的に外部研修への参加や事業所内研修などを実施し、知識を高め支
援の向上に繋がるようにします。また、情報共有をこまめに行うことで統
一した支援を目指します。


